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中学校，高等学校における放射線に関する学習指導のポイント 

 
現在，我が国では多様な先端科学技術で放

射線を利用していると同時に，その安全性が

重要な課題となっている。また，中学校では

約30年ぶりに放射線に関する学習が復活した｡ 

そこで，本稿では，放射線についての基本

的な知識を習得させ，習得した知識を基に放

射線の利用や安全性の問題（影響と防護）を

考えさせることにより，科学的な根拠に基づ

いた思考力，判断力を育成するための指導の

ポイントについて述べる。 
 
１ 中学校，高等学校における放射線の学習 
 

放射線の学習内容については，中学校

と高等学校の学習指導要領解説に，エネル

ギーの項目の中で次のように記されている。 

［中学校理科第１分野第３学年］ 
ア エネルギー 
(ｲ) エネルギー資源 

ここでは，人間が，水力，火力，原
子力など多様な方法でエネルギーを得
ていることをエネルギー資源の特性と
関連させながら理解させるとともに，
エネルギーを有効，安全に利用するこ
との重要性を認識させることがねらい
である。 
（中略）原子力発電ではウランなど

の核燃料からエネルギーを取り出して
いること，核燃料は放射線を出してい
ることや放射線は自然界にも存在する
こと，放射線は透過性などをもち，医
療や製造業などで利用されていること
などにも触れる。  

［高等学校物理基礎］ 
エ エネルギーとその利用 
(ｱ) エネルギーとその利用 

ここでは，人類が利用可能な水力，
化石燃料，原子力，太陽光，風力など
を源とするエネルギーの特性や利用な
どについて，電気エネルギーへの変換
を中心に，これまで学んだ物理学的な
視点から理解させる。 
（中略）原子力については，関連し

て，α線，β線，γ線，中性子線など
の放射線の特徴と利用，線量の単位な
ど，放射線の利用とその安全性の問題
にも触れる。その際，放射線がその性
質に応じて，医療，工業，農業などで
利用されていることに触れることが考
えられる。 

放射線の学習は，中学校と高等学校で

扱われる内容の関連性が強く，次の①～④

については，どちらの校種においても指導

すべき事項となっている。 

① 原子力発電の仕組 

② 放射線の性質 

③ 放射線の影響と利用 

④ 放射線の安全性の問題 

①については，エネルギー変換の流れ

等について理解させるだけでなく，②，③，

④の学習後に振り返り，火力発電等と比較

しながら長所や短所を考えさせる必要があ

る。また，④については，②で習得させた

知識を基に③を考えさせた後，③に基づい

て安全性を判断させることが重要である。 
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電子の質量は，陽子や中性子の質量に比

べて小さいため，衝突によって電子が弾

き飛ばされることを推論させることがで

きれば，放射線のエネルギーや電離作用

についてイメージさせやすくなる。 

次に，電子を弾き飛ばされた原子がど

のように変化するかについて考えさせる。

イオンについては，中学校第１分野第３

学年で学習する。その知識を基に，電子

を弾き飛ばされた原子が，崩れたバラン

スを取り戻すために残った電子を放出し

たり，他から電子を受け取ったりして，

安定な状態へ変化していくことを想像さ

せることができる。さらに，エネルギー

の大きな放射線が，原子核から陽子や中

性子を弾き飛ばしたり，原子核の中に

入ったりしたときの原子の変化について

も考えさせる。すると，バランスが崩れ

た原子核が安定な状態へ変化していくこ

とで，原子の種類（元素）が変化するこ

とを想像させることができる。 
 
３ 放射線の影響と利用に関する指導の実際 
 

放射線の影響と利用は，放射線の性質

である透過性と電離作用の知識を活用して

考えさせることができる。 

(1) 放射線の影響 

生徒は，中学校第２分野第２学年で，

生物の体が細胞からできていることを，

第３学年で，生物の成長には細胞の分裂

が関係していることを学習する。その際，

染色体には生物の形質を決める遺伝子が

あり，遺伝子に変化が起きて形質が変化

する場合があることや，遺伝子の本体が

ＤＮＡであることにも触れている。そこ

で，放射線による生物への影響を考えさ

せるには，生物の個体を形作るための情

報であるＤＮＡについての知識を振り返

らせるとともに，ＤＮＡは原子からでき

ていることに気付かせる必要がある。放

射線によって，ＤＮＡを構成している原

子が変化するとＤＮＡが壊れる。すると，

細胞が死んだり，ＤＮＡ複製の際に一部

が修復されずに突然変異が起こったりす

る可能性が生じる。つまり，放射線によ

る生物への影響は，放射線のエネルギー

がＤＮＡに損傷を与えることによって引

き起こされるということを理解させなけ

ればならない。 

(2) 放射線の利用 

放射線の利用については，利用の具体

例を示すだけでなく，放射線の性質のう

ち，透過性，電離作用のどちらを利用し

ているのかを考えさせることで理解が深

まる。また，放射線の利用によって人間

の生活がいかに便利になっているかを考

えさせ，物理学の発展と科学技術の進展

に対する興味・関心を喚起したい。 

透過性の利用例としては，非破壊検査，

画像診断，厚さ測定などが挙げられる。

また，電離作用の利用例としては，がん

治療，ジャガイモの発芽抑制，農作物の

品種改良，ウリミバエの駆除，医療器具

の滅菌，タイヤの加工などが挙げられる。 
 
４ 放射線の防護に関する指導の実際 
 

放射線の生物への影響を考えると，放

射線の安全性の問題は無視できない。しか

し，宇宙誕生時から放射線は自然界に存在

しており，過度に不安を抱かせるような指

導ではなく，受ける必要のない放射線をい

かに防護するかを指導する必要がある。 
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